




2013 年 11 月 21 日 
 
 
広島市長 
平和首長会議会長 
松井 一實 様 
 
 『「核兵器のない世界」の実現を目指して―「ヒロシマ・ナガサキの心」を世

界に―』をテーマに、2013 年 8 月、広島で開催された第 8 回平和市長会議総会

にて「ヒロシマアピール」が採択されたことを 2013 年 9 月 10 日付の書簡にて

お知らせいただき、ありがとうございました。 
 
 ジャマイカ政府は軍縮プロセスに引き続き尽力するとともに、この機会に、

核兵器のない世界という目標の達成に向けた平和首長会議の取組を称賛する次

第です。できる限り早期にこの目標が実現されることを望みます。 
 

 ジャマイカは、核兵器不拡散条約に則り、全面的な核軍縮・不拡散の取組を

強く支持してきました。その一環として、我が国では軍縮に関して基準となる

多くの協定書を批准し、国連を含めた国際社会によるこの問題への対応のプロ

セスと取組を支援してきました。 
 

 トラテロルコ条約の締約国であるジャマイカは、各地域における非核兵器地

帯の設置を支持してきました。この条約により、ラテンアメリカ・カリブ海地

域は、非核兵器地帯を宣言した 5 地域のうちの最初の地域となりました。 
 

 貴台の組織が国際的な平和と安全保障を目指して核兵器廃絶の実現に尽力さ

れるにあたり、引き続きご成功をおさめられますようお祈り申し上げます。 
 
 私が深く思いをいたしていることをお約束させていただきます。 

 
 

                     ジャマイカ共和国首相 
                     ポーシャ・シンプソン＝ミラー 
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